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1.根 栽 農 耕

 今 日,マ ダガスカル から東南ア ジア,オ セァニアにか けてひ ろく分布する根栽農耕

の主作 物は,タ ロイモ,ヤ ムイモ,サ ッマイモ,バ ナナ,パ ンノキ,サ トウキビなど

である。 それ らの うちタロイモ(1301),ヤ ムイモ(1303),サ ツ マイモ(1304)な ど

イモ類栽培の分布 はかな りの程度重な りあい,そ れ ら地域の全域にひろがってい る。

 タ ロイモは時に水稲 とともに水 田で栽培 され ることがあ る。 この ようなタロイモ水

田栽培(1302)は 分 布図における広東 ・広西Yao,紅 頭嗅 のYami,ル ソ ン島のBontok

Igorot, Ifugaoお よ びス ラウェシのSouthem Tora(ljaの 事 例にみ られる。 しか し

同 じ図中のMentaweianや オ セアニアの事例は水稲栽培 とは関係な く,湿 地 や階段

状耕地(1311)に お けるタ ロイモのみの灌漉栽培 と考え られ る。 水稲栽培が タロイモ

水 田の雑草か ら起源 したとする説をめ ぐる論争があるが,少 な くともこの分布図か ら,

タ ロイモ水 田栽培の事例 は,水 稲が卓越す る東南 アジァ島喚部において はきわめて少

ないといわざ るをえない[飯 沼 1977;中 尾 1977】 。

 ま た料理バ ナナ(1306)の 栽 培は,分 布図上で は台湾 やボル ネオなどで欠落 し,東

南 アジァ全域 ではむ しろ少な く,典 型的な根栽農耕 のみ られるパ プァ諸族 やオセアニ

アにひろが っている。 クワ科に属す るパ ンノキ(1305)は と くに オセアニァの根栽農

耕地域にひろ く分布 している。 ミクロネ シアとポ リネ シアで は果肉が,二 ニーギニア

では種子 が主 と して利 用 され,多 くの地域でパ ンノキは主食 とな っている。

 これ らイモ類,料 理バ ナナ,パ ンノキなどの栽培が と くに密接に重な りあ ってみ ら

れるの はニ ューギニァからオ セアニアにか けての地域であ り,今 日の典型的な根栽農
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耕文化はそこにみられるといってよい。 これらの地域に分布する掘棒(1313)は あき

らかにイモ類の栽培に用いられる農具である。 しかしこれ ら根栽作物の栽培は広 く東

南アジアの島喚部から大陸部にかけても分布している。とくに大陸部の熱帯モンスー

ン地帯から照葉樹林帯にかけては,オ セアニアにみられるような典型的な根栽農耕文

化は形成されなかったとしても,イ モ類などの栽培がかなりひろく分布 していること

は注 目しておかなければならない[佐 々木 1982:63-65]。

2.東 南 アジアの焼 畑耕 作

 森林を焼いて耕地を造成し,一 定の休閑期間をおいて作物を栽培する焼畑耕作は,

根栽農耕を中心とする地域にも分布 し,ニ ューギニア,メ ラネシアにひろくみられる。

0方 ,モ ル ッカ諸島のハルマヘラ,小 スンダ列島のアルー諸島を西限とする東南アジ

ァの島喚部や大陸部の山地においては,雑 穀類やオカボを主作物とし,し ばしばイモ

類栽培をもともなう焼畑耕作がひろがっている。 この地域における雑穀栽培(1309),

オカボ栽培(1307),焼 畑耕作(1312)を おこなう民族は,そ れ らの 分布図にみられ

るようにほとんど一致 している。

 またインドシナ半島 ・マレー半島のモンークメール系山地民やボルネオの諸民族な

ど,掘 棒耕作への依存の強い地域をのぞいて,く わ(1315)の 分布は基本的にはこれ

らの焼畑耕作と密接にむすびついている。たて杵 ・たて臼(1316)は 一般的に,雑 穀

類やイネの脱穀 ・精白に使用される農具である。したがってその分布は雑穀栽培やオ

カボ栽培と基本的に一致 しているが,中 国南部ではTulung,広 東 ・広西Yao, Liを

のぞいてほとんどみられない。これらの農具はともに今日ほとんどの水稲耕作民族に

もみられるものであるが,本 来,オ カボ ・雑穀類を主体とする焼畑耕作と深くむすび

ついたものと考えられる。

 今日みられる東南アジァの焼畑耕作は,き わめて少ない例外をのぞいて,大 陸部は

もとより島喚部においても,基 本的にはオカボ ・雑穀=根 栽型の作物構成をもってい

る。表1は この地域で焼畑耕作を行なっている108の 民族を地理的区分によってわけ,

それらのうちイモ類栽培をともなう民族の数とその割合を示 したものである。マダガ

スカルを含む島嗅部においては,イ モ類栽培をともなう民族はほぼ80%に 達するのに

たい し,大 陸部では70%前 後と少なくなる。また大陸部の焼畑で栽培されるイモ類の

構成を検討 してみると,ア ッサム ・ビルマ,イ ンドシナ ・タイの両地域ではタロイモ,

ヤムイモがかなり多 く栽培されるのにたいし,中 国南部ではむ しろサツマイモを栽培
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表1焼 畑 耕 作 と イ

   国立民族学博物館研究報告別冊 11号

モ 類 栽 培

地理的区分 焼畑耕作民族数 イモ類栽培民族数 %

ア ッサ ム ・ビル マ 20 15 75

中国南部 14 10 71

イ ン ドシナ ・タ イ 13 9 69

マダガスカル 6 5 83

大スンダ 19 15 79

小 ス ンダ ・モ ル ッカ 13 10 77

フ ィ リピ ン ・台 湾 23 21 91

合   計 108 85 79

する民族が多 くなることがわかる。本研究においては作物構成,作 付面積などの詳細

なデータは扱っていないので,焼 畑の作物構成の地域的な差異を詳 しく論ずることは

できないが,ほ ぼ上記のような傾向は指摘できるとおもわれる。

3.水 稲 耕 作

 水 稲 栽培は東 南ア ジァ世界の平地にひろ く分布 し,き わめて多 くの民族 のおもな生

業 となってい る。その分布 は大陸部か らマダガス カルをふ くむ島嘆 部をおおい,ス ラ

ウェシ,ス ンバ,フ ロー レスが東限 とな っている。それ以東のニューギニアやオ セア

ニアにみ られ る水稲栽培 は,ミ ク ロネシァのChamorroで16世 紀 にスペイ ン人 に よ

つて導入 されたのをのぞいて,き わめて新 しい ものである。伝統 的に山地での焼畑耕

作に従事 してい る民族 にあ って も,水 田化 は着実に進行 している。大陸部 と島喚部 に

おいてなん らかの形 の焼畑耕作をお こな って いる108の 民 族の うち,水 稲栽培に従事

している民族 は60%を 占 め,残 りの40%が 焼 畑のみに依存 している。

 水 稲耕作 は小規模 な耕地の場合には,牛,水 牛,あ るいは人 の踏耕に よって除草 か

ら耕 うんまで をすべて おこな うことが あり,今 日で もマダガスカルか ら東 南アジアに

か けてみる ことがで きる[上 山 ・渡部 1985:64-73]。 しか し古 くか ら大部分の水稲

耕作地域で は,唐 す き(1314)が 主 な除草 ・耕 うん農具であ る。 ヴェル ト(Werth, E.)

に よ って示 された東南ア ジアにおける唐す きの形態分類 と分布 は,基 本 的に適切であ

ると考え られ る[ヴ ェル ト 1968]。 しか し仔 細にみるな らば,大 陸部の北部では方

形で支柱を もつ シナ型,歴 史 的に イン ド化が深 く進 行 した大陸南部 の ビルマ,タ イ,

カ ンボジァで はイン ド型,マ レー,イ ン ドネ シアにかけて はマ レー型 がそれぞれ卓越

してい る点が注意されなけれ ばな らない。
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 東南アジァでは,イ ネはもとより雑穀類は一般的に高床穀倉(1319)に 貯蔵 される。

これら穀類の貯蔵は穂刈 りした束を収納する穂貯蔵と,モ ミを収納するモミ貯蔵にわ

けられ,そ の体積に したがって穀倉の規模は異なってくる。 しか しいずれにせよ,高

床穀倉の分布はおおまかに水稲栽培,オ カボ ・雑穀栽培のそれと重なっている。 しか

し中国南部では高床穀倉の分布はNu, Tulung,広 東 ・広西Yao, Pulangな どにか

ぎられ,彼 らのあいだではむ しろ漢族の土間式穀倉の影響が強いと考えられる。

4. そ の 他

 穀物魂(4202)の 観念 およびそれに関連 す る初穂刈 り儀礼(1324),刈 上げ儀礼

(1325)は,東 南アジァの焼畑耕作民,水 稲耕作民の双方にひろく分布 している。一

般に東南アジアにおいては,明 確に穀物魂として表象されるものはイネの魂であるこ

とが多い。大陸部の水稲耕作民においては,そ れは単にイネそのものの魂であるばか

りではなく,し ばしばそれが栽培される土地や祖先を表象することが多い。また焼畑

耕作をおこなうアッサムのナガ諸族,イ ンドシナのモンﾘク メール系山地民,ボ ルネ

オの諸民族などにおいては,穀 物魂(多 くはオカボの魂)は,森 林と焼畑のあいだを

往還するものであることが多い。

 一方,タ イ系諸族,Burmese, Cambodian,お よび島喚部の水稲耕作民においては,

イネの魂は水田と穀倉のあいだを往復する輪廻のなかでとらえ られ,田 植,収 穫,脱

穀,穀 倉に貯蔵するまで複雑な儀礼をともなうことがある[岩 田 1966]。 初穂に魂

が宿るとされる場合には初穂刈 りが,最 終穂や落ち穂にそれが宿る場合には刈上げの

儀礼が重視されるが,双 方がともに行なわれることも多い。

 東南アジァからオセァニァにかけての家畜の分布をみた場合,ニ ワトリ(1320)と

ブタ(1321)は その全域にひろがっている。 しかしブタの分布は特にニューギニアの

パプア諸族に集中的にみられ,彼 らの根栽農耕がブタ飼育およびブタの供痰ﾆ 深 く結

合していることがうかがわれる。 一方,牛(1323)と 水牛(1322)の 分布は東南アジ

アの大陸部 ・島懊部におけるオカボ ・雑穀栽培や水稲栽培の分布と基本的にmし,

オセアニアにおける根栽農耕からは切断 されている。 しか しこれらの牛類 はかならず

しも水田の耕うんや運搬のような生産手段として利用されるばかりではなく,も っぱ

ら儀礼用に飼育されている場合も多い。 こうした視点からみた場合,牛 類供犠(4209)

が東南アジァのオカボ ・雑穀栽培をおこなう焼畑耕作民の分布とかなり近似 している

ことが注目される。牛や水牛,さ らにより小型のニワトリやブタなどの供犠は,個 人
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の通過儀礼や さまざまな レベルの共 同体の守護霊儀礼,あ るいはア ッサムのナガ諸族,

ス ラゥェシのSouthern Toradjaな どにみ られるいわゆ る勲 功祭宴(4211)に 関係す

るものである[ハ イネーゲル デル ン 1961]。 したが って,焼 畑耕作民のあいだにお

けるこれ らの家畜の分布は生 産技術 と してのみではな く,供 犠獣 としての象徴的性格

(階 層性や対立関係)お よび地位体系 ・社会秩序の再生 産 との関係 として も分析 され

る必要があるだろう[cf.山 下 1975]。
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